
事 務 連 絡

平成 25年 10月 1113

動物医薬品検査所御中

費・安全局審水産安全管理課

薬事審笈管理班長

動物用医薬品の使用の規制に関する省令の一部会改正する省令の

主主について

とのことについて、別添当詳しのとおり各省s滋府県あて通知したので、御ア

ください。
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芸評 務 i議 絡

平成� 25年� 10)司11日

北海i議官奇麗主務課 御中

幾林水産省消焚・安全局

畜水産安全管報課

薬事審査畿管磁班長

動物用医薬品の使用の規制に認する省令の一部を改正する省令の

定について

薬事法〔紹和� 35杢手法律第� 145をまα 以下「法j という。〕第� 83条の� 4多彩� l項

の規定にま義づき、動物用医薬品の使用の規制に関する省令の一部省?改正する省

令(平成� 25年農林水産省令第仰をす)が別添のとおり公布され、向日から路行

されました。

今回の改正内容は下記のとおりですので、築家数綴及び指導の参道ぎとしてく

ださい。

記� 

1 改正の内線� 

(1) rアセトアミノフ広ン惑と有効成分とする鈎料添加弗UJの� r)'霊法及

Q惑と短絡j使用禁止察関f令改:iEするとともに、j:盆 

( 2 ) rア合トアミノブェン会符効成分とする飲水添加剤j の「使用禁止期

間J 怨縮。� 

( 3 ) rエンロブロキサシン合有効成分とする注射剤(アノレギニンを念場fTる

もの(これと有効成分、分致、用法、用量、効能、効果等が間一般会有す

ると認められるものを含む。)会除く� o ) JIこ止やの静脈内注射の詩法及

び飛議室j 及び� f使用禁lf‘期間j を追加。� 

2 施行英語お

日、11月10ド25&平成



3 	 経過措置

法第� 83条第� l壌の規定により読み替えてi盤解される法第� 52条第� 41去の士話

、定に基づき、動物用医薬品等取締規刻(平成� 16年農林水産後令第� 107

サ〉第� 176条第� 4号において、使用者が滋守すべき正義準が定められた場合

には、当該基準の内容が動物用医薬品の添付文芸察等に記載されていなけれ

ばならないとされています。しかし、本改の公司待費言に販売毒事がされてい

る� 1のは)から(3 )までの動物潟医薬品については、公布、長室後iと当該警察漢

に係る記載内容を変~することは倒難であるため、公布後 6 ヶ月間の猶予

期間告と設け、その議開は、なお従前の例によることができることとしてい

ます。� 

4 参謀雪

':;2ドイ牛に関i撃する動物用医薬品の概要は以下のとおりです。

(1)アセトアミノブェン含有効成分とする飼料添加剤

な〉新たに承認容れる動物用医薬品


販売名ピレキシン�  10% (お本全薬工業株式会社)


有効成分:アセトアミノツェン


主主総又は効来:豚(崎署LB家惑と徐く)級事毒性肺炎における解熱

器使用禁止期間が短縮される動物用墜薬品

液売名:アレンジャー� 101えび問� 30(Meiji Seikaツアノレ?株式会社)

有効成分:プセトアミノフェン

効能又は効巣:豚;級官毒性締炎における解熱� 

( 2) アセトアミノフこじンを有効成分とする飲水添加剤


販光名:アレンジャー� 10及び問� 30(Meiji Seikaブアノレサ株式会社〉


有効成分:同上


効能又は効呆:同上 
  

(3) ::1ニンロブヒ1q:.サシンを有効成分とする注射都〈アノレギニンを含有するも

の(これと有会主成分、分室、用法、思議室、効能、効果等が間一性告と有する

と認められるものを含む。)会除く。)

販売名:バイトリル� 10%派射液{パイ� ζじノレ薬品株式会社)

有効成分:エンロフロキサシン

効能又は効果:静脈内放射による次の効能又は効果を追加

[有効瀦種]グレブシエラ・エニみ}そごエヱ及び大腸磁

磁応桜]牛篠急性及び念伎の乳房炎
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国間予躍をふ桁; o ::( ::をふ間三?凶器号事。|


